






























































Change in Student's Consciousness to People with Disabilities and Volunteer Activity 
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10）松永文和．学生ボランティア活動の現状から
みる推進課題―学生ボランティアの活動実態・
意識調査から―．ボランティアコーディネー
ター白書2007-2009年版．108-112．大阪　:　社会福
祉法人大阪ボランティア協会　;　2008.
11）三井情報開発株式会社総合研究所．ボラン
ティア活動を推進する社会的気運醸成に関する
調査研究報告書．東京　:　三井情報開発株式会社
総合研究所　;　2004.
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際．80-97．東京　:　中央法規出版社　;　2009. 
この結果を踏まえ、これから多くの学生がボ
ランティア活動の経験を活かし、高齢者・子
ども・障害者及び地域との関わりを持ちなが
ら充実した学生生活を送ることができるよう
な支援が求められる。
　今後の主体的なボランティア活動の推進に
向けて、自分に適したボランティア活動を選
択できるきめ細やかな情報提供が必要であり、
ボランティアに参加した学生の活動内容や感
想、ボランティアを受けた人々の声を発信す
ることも有用と考えられる。そして、ボラン
ティア活動への関心を行動へと具現化するた
めの研修や試行体験の場の提供など、コー
ディネーターを中心とした支援活動の拡充が
期待されるところである。
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